
（別 紙） 

 

水環境マネジメント検討会の設立趣旨について 

 
 我が国の下水道等汚水処理施設は人口の 9 割近くをカバーするに至

っており、維持管理、処理場改良、処理区再編、改築等の重要性が高ま

っている。今後の下水道計画においては、人口減少等の大きな社会変化

を時系列的にとらえた上で、既存の資産を最大限活かした処理場改築・

高度処理化などに効率的に対応していく必要がある。公共用水域の水環

境は一定の改善が進んできたが、閉鎖性水域における赤潮、青潮等は依

然発生している反面、地域の実情に応じた栄養塩類の循環バランスの回

復・向上が求められていること、水質環境基準について新たな項目設定

が進みつつあること、さらに低炭素化・資源循環への社会的要請など、

多様化している水環境の状況、社会情勢を把握した上、流域全体を視野

におき、対応方策を検討し施策を立案する必要がある。 
 
また、流域別下水道整備総合計画は流域管理の主要計画であるととも

に、下水道施策の根本であり、創設から 40 年を経過しているが、水環

境と下水道を関係づける役割は今後も重要である。計画の機動化、作業

の効率化、水環境改善 PR などにも配慮し、時代に応じた見直しを行い

活用していくことも有効であると考えられる。 
 
本検討会は、社会情勢の変化をふまえた上、水環境の改善に向けたよ

り効果的・能動的な下水道等管理の実現に向け、新しい時代の水環境マ

ネジメントのあり方を検討するものである。 
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